
寺
田
澄
江
・
小
嶋
菜
温
子
・
土
方
洋
一
編

『
二
〇
一
一
年
パ
リ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

物
語
の
言
語
―
時
代
を
超
え
て
』

堀
越

萌
由
子

『
物
語
の
言
語
―
時
代
を
超
え
て
』
は
、『
源

氏
物
語
の
透
明
さ
と
不
透
明
さ
』（
青
�
舎

２

０
０
９
）
に
続
く
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文

化
大
学
（IN

A
LCO

）
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主

催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
冊
目
の
論
文
集
で
あ
り
、

「
Ⅰ
語
り
の
生
成
―
神
話
か
ら
説
話
・
物
語
へ
」、

「
Ⅱ
『
源
氏
物
語
』
―
語
り
の
体
系
」、「
Ⅲ
拓
か

れ
る
語
り
の
地
平
―
中
世
・
近
世
、
そ
し
て
近
代

へ
」、「
Ⅳ
総
括
」
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。IN
A
LCO

は
立
教
大
学
の
提
携
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

何
度
か
合
同
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き

た
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
パ
リ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、直
前
に
日
本
を
襲
っ

た
東
日
本
大
震
災
の
た
め
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
本
書
は
当
日
発
表
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
発
表
内
容
を
補
完
し
、震
災
を
越
え
、

日
仏
研
究
者
の
共
同
企
画
と
し
て
計
画
さ
れ
た
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
集
約
し
た
一
冊
で
あ

る
。
以
下
内
容
を
紹
介
す
る
。

Ⅰ
「
語
り
の
生
成
―
神
話
か
ら
説
話
・
物
語
へ
」

で
は
、『
源
氏
物
語
』
以
前
の
作
品
を
神
話
や
説

話
と
「
物
語
」
の
差
異
や
関
係
性
に
つ
い
て
扱

う
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
セ
「
神
話
か
ら
物
語
へ
」

は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
重
複
に

つ
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
互
の
物
語
と
共
鳴
す

る
こ
と
で
、
神
話
と
「
物
語
」
が
不
可
分
な
関
係

に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
マ
リ
ア＝

キ
ア
ラ
・

ミ
リ
オ
ー
レ
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
語
り
」

で
は
、
編
纂
動
機
や
受
容
の
状
況
を
考
察
し
、
説

話
の
な
か
に
も
物
語
に
近
い
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
。
小
嶋
菜
温
子
「『
竹
取
物

語
』
に
お
け
る
語
り
―
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説

話
と
の
比
較
か
ら
―
」
は
本
文
と
会
話
文
の
関
係

に
つ
い
て
、
と
も
に
か
ぐ
や
姫
の
物
語
を
伝
え
る

『
竹
取
物�

語�

』
と
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説�

話�

の

比
較
に
よ
り
、前
者
に
自
ら
が
構
築
し
た
「
物
語
」

世
界
を
維
持
す
べ
く
「
会
話
文
・
内
話
文
に
も

〈
知
〉
的
な
脈
絡
を
与
え
て
、
物
語
の
論
理
展
開

を
誘
導
す
る
機
能
ま
で
持
た
せ
よ
う
と
す
る
」
姿

勢
を
見
出
し
、「
物
語
」
独
自
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の

兆
し
を
見
出
し
た
。
神
話
で
も
正
史
で
も
な
く
、

説
話
で
も
な
い
。「
物
語
」
の
萌
芽
を
ま
と
め
た

一
章
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
「『
源
氏
物
語
』
―
語
り
の
体
系
」。
こ
の
章

で
は
、
主
に
「
語
り
」
の
方
法
の
問
題
が
扱
わ
れ

る
。
土
方
洋
一
「『
源
氏
物
語
』
の
巻
々
と
語
り

の
方
法
」
は
、
時
間
的
に
並
行
関
係
に
あ
る
巻
に

触
れ
、
当
時
の
物
語
の
流
布
状
況
か
ら
「
巻
と
巻

と
の
間
の
ゆ
る
や
か
な
結
合
の
あ
り
方
」
を
提
示

す
る
。自
ら
の
体
験
を
示
す
体
験
過
去
「
き
」
に
、

客
観
的
に
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
縛
り
が
な
い

こ
と
か
ら
、「
き
」
で
語
ら
れ
る
蓬
生
巻
・
関
屋

巻
の
語
り
手
の
言
が
必
ず
し
も
正
確
な
も
の
と
は

言
え
ず
、「
源
氏
像
を
読
者
に
印
象
さ
せ
る
た
め

の
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
語
り
に
よ
る
内

容
的
・
性
格
的
な
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
物

語
の
流
通
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る
物
語
の
読
ま
れ

方
、
読
み
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
一
人
称
の

語
り
と
非
一
人
称
の
語
り
の
違
い
に
注
目
し
、
帚

木
巻
を
実
質
的
な
物
語
の
始
発
と
捉
え
る
ダ
ニ
エ

ル
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
「『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
を

通
し
て
見
る
物
語
観
」、
時
制
や
ア
ス
ペ
ク
ト
に

重
点
を
置
き
な
が
ら
和
歌
の
解
釈
を
試
み
た
藤
井

貞
和
「『
源
氏
物
語
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
―
夕
顔

巻
の
和
歌
を
中
心
に
―
」
や
、
女
人
成
仏
を
認
め

る
法
華
経
と
若
紫
巻
の
関
連
性
を
論
じ
た
ジ
ャ
ン

＝

ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
「『
源
氏
物
語
』
の
中
に

あ
る
仏
教
的
場
面
に
つ
い
て
」
も
お
さ
め
ら
れ
、
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「
物
語
」
が
語
り
を
は
じ
め
と
す
る
諸
々
の
要
素

が
絡
み
合
う
中
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確

認
さ
せ
ら
れ
る
。

Ⅲ
「
拓
か
れ
る
語
り
の
地
平
―
中
世
・
近
世
、

そ
し
て
近
代
へ
」。
こ
こ
で
は
、
主
に
『
源
氏
物

語
』
の
享
受
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
高

橋
亨
「『
源
氏
物
語
』
を
め
ぐ
る
語
り
手
と
作
者

の
系
譜
」
は
、
歴
史
的
要
素
を
ふ
ま
え
て
と
ら
え

ら
れ
る
〈
作
者
〉
紫
式
部
像
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ラ
フ
ィ
ン
「
中
世
女
流

日
記
と
『
源
氏
物
語
』」
は
、『
源
氏
物
語
』
が
中

世
の
女
性
た
ち
の
日
記
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
昨
今
注
目

さ
れ
る
源
氏
絵
研
究
で
は
、
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ

リ
ー＝

ボ
エ
ー
ル
が
「
新
し
い
読
み
の
地
平
へ
―

土
佐
光
則
が
描
い
た
源
氏
絵
―
」
で
、
場
面
選
択

（
絵
画
化
さ
れ
る
場
面
が
ど
の
よ
う
に
選
択
さ
れ

て
い
る
の
か
）
研
究
の
、
図
様
を
簡
略
化
し
体
系

づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、

独
自
に
源
氏
絵
を
四
つ
の
類
型
に
分
類
し
た
う
え

で
、
土
佐
光
則
に
よ
る
源
氏
絵
の
性
質
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
氏
は
徳
川
美
術
館
本

『
源
氏
物
語
画
帖
』
の
若
紫
巻
・
椎
本
巻
、
フ
リ

ア
美
術
館
本
『
白
描
源
氏
物
語
画
帖
』
を
取
り
上

げ
、「
絵
の
変
奏
」
に
注
目
し
、
物
語
テ
ク
ス
ト

と
絵
、
ま
た
絵
画
制
作
に
対
す
る
絵
師
の
関
係
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
光
則
の
「
パ
タ
ー
ン
か
ら
の

乖
離
」
を
基
盤
と
す
る
彼
の
在
り
方
に
迫
っ
て
い

る
。本

章
で
は
近
世
以
降
の
語
り
の
方
法
に
つ
い
て

も
扱
わ
れ
、
長
島
弘
明
「『
春
雨
物
語
』
―
反
・

近
世
小
説
と
し
て
の
語
り
―
」
で
は
、
上
田
秋
成

の
執
筆
当
時
の
境
地
や
近
世
小
説
の
傾
向
を
鑑
み

つ
つ
、
同
作
が
当
時
考
え
う
る
す
べ
て
の
文
体
の

可
能
性
を
試
み
た
も
の
だ
と
す
る
。
ま
た
、
谷
崎

潤
一
郎
の
『
鍵
』
の
語
り
に
つ
い
て
論
じ
た
エ
ス

テ
ル
・
フ
ィ
ゴ
ン
「
読
む
こ
と
ま
た
は
性
愛
」
で

は
、
主
人
公
と
そ
の
妻
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
も

と
に
書
か
れ
た
日
記
が
、
互
い
に
書
か
れ
・
読
ま

れ
・
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
で
展
開
す
る
同
作
が
、

書
き
手
・
語
り
手
・
読
み
手
の
位
相
を
複
雑
化
す

る
こ
と
で
語
り
が
変
容
し
て
い
く
様
を
検
証
し
、

谷
崎
作
品
の
語
り
の
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
寺
田
澄
江
に
よ
る
Ⅳ
「
総
括
」
で
は
、

パ
リ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で
の
経
緯
や
当
日
の
発

表
の
様
子
や
質
疑
の
ほ
ど
が
要
約
さ
れ
、
会
場
の

熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
で
あ
り
、
本
書
所
収

の
論
文
を
一
読
さ
れ
た
あ
と
で
、
こ
の
総
括
を
見

直
し
て
も
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
に
関
連
す
る
論
文
が

大
半
を
占
め
る
も
の
の
、
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
は

普
遍
的
で
あ
り
、「
物
語
」
に
関
わ
る
研
究
の
様

相
を
大
ま
か
に
古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
現
代
人
と
し
て
の
自
ら
の

「
読
み
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

（
ほ
り
こ
し
も
ゆ
こ

大
学
院
前
期
課
程
在
学
生
）

小
峯
和
明

『
東
奔
西
走

―
中
世
文
学
か
ら
世
界
の
回
路
へ
』

権

香
淑

本
書
は
、
著
者
が
十
八
年
間
勤
め
た
立
教
大
学

の
定
年
退
職
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
に
書

い
た
短
文
類
、
特
に
こ
れ
ま
で
の
論
文
集
等
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
短
い
エ
ッ
セ
イ
等
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
著
者
が
国
内
や
海
外
に
資
料
調

査
に
赴
い
た
時
の
旅
の
印
象
な
ど
も
交
え
て
異
文

化
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
内

外
の
多
く
の
地
を
訪
れ
、
様
々
な
書
物
や
資
料
、

そ
し
て
人
々
に
出
会
い
、
本
書
は
そ
う
し
た
出
会

い
の
賜
物
で
あ
る
、
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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